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民間機 関 によるジ ョブコ
ー チの養成がス タ

ー トします !

～障害者の職場適応を支援するジョブコ
ーチの養成研修を指定～

職場適応援助者 (ジョブコーチ)に よる支援については、障害者の就職及び職場定着に

効果的な支援策として広く活用され、高い成果を上げてお り、障害者の就業意欲が高まる

中で、そのニーズは増大している。

このような状況に対応するため、改正障害者雇用促進法により 「職場適応援助者助成金

(ジョブコーチ助成金)」を倉J設し (昨年 10月)、福祉施設や事業所がジョブコ
ーチを配置

して支援を行 うことを助成するとともに、ノウハウを有する民間機関を活用してジョブコ

ーチの養成を進めることとし、今般、下記の民間機関が行 う養成研修を厚生労働大臣が定

める研修として指定し、本 国告示 した。

厚生労働省としては、従来から実施 している独立行政法人高齢 ・障害者雇用支援機構に

よる養成研修に加え、一定の基準を満たす民間機関による養成研修の指定を通じて、質の

高いジョブコーチの養成を促進 し、支援ニーズの増加に対応することとしている。

職場に円滑に適応するためのきめ細かな支援を行うもの。(参考3参照)
「ジョブコーチ助成金」の支給を受けるには、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構が行う研修又は !

厚生労働大臣が定める研修を修了したジョブコーチを配置することが必要。(参考4参照)      |

① 今 般指定した研修

! *

記

研修機関の名称 所在地 実施する研修の名称

特定非営利活動法人

ジョブコーチ・ネットワーク
東京都

JC一 NETジ ョブコーチ養成研修 (第1号)

JC一 NETジ ョブコーチ養成研修 (第2号)

特定非営利活動法人

大阪障害者雇用支援ネットワーク
大阪府

第1号職場適応援助者 (ジョブ・メイト)養 成研修

第2号職場適応援助者 (ジョブ・コンダクター)養 成研修

※ 詳 細は、参考 1を 参照。



参考 1

指定 した研修機関及び研修の概要

O「 特定非営利活動法人ジョブヨーチ ・ネットワーク」

研

修

機

関

名 称 特定非営利活動法人ジョブコーチ ・ネットワ
ーク

代表者 理事長 小 川 浩

所在地 東京都三鷹市上連雀1丁目12番地17   TEL 042(339)0191

研修の名称

第 1号 職場適応援助者養成研修 」C一 NETジ ョブコーチ養成研修 (第1号 )

第 2号 職場適応援助者養成研修 」C― NETジ ョブコ
ーチ養成研修 (第2号 )

研修実施場所 東京都及び近郊の県

研修規模
第 1号 職場適応援助者養成研修 年 2回 、40名 /回 (但し、平成18年8月は30名)

第 2号 職場適応援助者養成研修 年 2回 、 20名 /回 (但し、平成18年8月は12名)

Or特 定非営利活動法人大阪障害者雇用支援ネットワーク」

研

修

機

関

名 称 特定非営利活動法人大阪障害者雇用支援ネットワーク

代表者 代表理事  関  宏 之

所在地 大阪府大阪市中央区北浜東3丁目14番地   TEL 06(6949)0350

研修の名称
第 1号 職場適応援助者養成研修 第 1号 職場適応援助者 (ジョブ・メイト)養成研修

第 2号 職場適応援助者養成研修 第 2号 職場適応援助者(ジョブ・コンダクター)養成研修

研修実施場所 大阪府

研修規模
第 1号 職場適応援助者養成研修 年 2回 、15名/回

第 2号 職場適応援助者養成研修 年 2回 、15名/回



平成 18年度におけるジョブヨーチ養成研修の実施予定

1.第 1号職場適応援助者養成研修 (福祉施設型ジョブヨ
ーチ)

O独 立行政法人高齢 ・障害者雇用支援機構

「第 1号 職場適応援助者養成研修」

参考 2

場 所   |定員

第 1回 平成 18年 4月 17日 ～ 4月 21日 (終了) 各回

40名程度

(予定)

千葉県千葉市

第 2回 平成 18年 6月 26日 ～ 6月 30日

第 3回 平成 18年 10月 23日 ～10月 27日

第 4回 平成 19年 2月 19日 ～ 2月 23日

上記の障害者職業総合センターでの研修 (本部研修 ・5日 間)の ほか、全国の地域障害者

職業センターでの研修 (地域研修 ・4日 間程度)と 合わせて、計 9日 間の研修を実施。

受講は無料。ジョブコーチ助成金に係る認定を受けた社会福祉法人等の職員等が対象。

定員については、地域障害者職業センターの状況に応じて定員を上回る受け入れが可能な

場合もある。

http://www.jeed.ora jp/

特定非営利活動法人ジョブコーチ ロネッ トワーク

「JC― NETジ ョブコーチ養成研修 (第1号 )」

研修時期 定員 | 場  所

第 1回

第 2回

30名 東京都三鷹市

40名 1神奈川県横浜市

※ 受 講は有料。

| ヴF  http://w冊町v.jC~net.jp/
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平成 18年 8月 27日 ～ 9月 1日

平成 19年 2月 4日 ～ 2月 9日

○ 特定非営利活動法人大阪障害者雇用支援ネットワーク

「第 1号職場適応援助者 (ジョブロメイ ト)養 成研修」

研修時期 定員 場  所

第 1回 平成 18年 7月 18日 ～7月 27日 (土日除く) 1 5名 大阪市此花区ほか

第 2回 平成 19年 1月 29日 ～ 2月 7日 (土日除く) 15名

※ 受 講は有料。

☆  http://wttw.workWith.or.jp/index.html



2,第 2号 職場適応援助者養成研修 (事業所型ジョブヨーチ)

○ 独立行政法人高齢 口障害者雇用支援機構

「第 2号 職場適応援助者養成研修」

研修時期 場  所

第 1回 各回

40名程度

(予定)

千葉県千葉市

第 2回

第 3回

※ 上 記の障害者職業総合センターでの研修 (本部研修 ・5日 間)の ほか、全国の地域障害者 |

職業センターでの研修 (地域研修 ・4日 間程度)と 合わせて、計9日 間の研修を実施。  |

※ 受 講は無料。ジョブコーチ助成金に係る認定を受けた事業主が雇用する労働者が対象。 |

※ 定 員については、地域障害者職業センターの状況に応じて定員を上回る受け入れが可能な |

場合もある。                                   |

瞳 httpi//、町w.jeed.or.jp/

平成 18年 5月 15日～ 5月 19日   (終 了)

平成 18年 9月 4日 ～ 9月 8日

平成 19年 1月 22日 ～ 1月 26日

○ 特定非営利活動法人ジョブコーチ ロネッ トワーク

「JC― NETジ ョブコーチ養成研修 (第2号 )」

|※ 受 講は有料。
|

とf笙__と聖 :1/蜘・」C一net Jp∠

○ 特定非営利活動法人大阪障害者雇用支援ネッ トワーク

「第 2号 職場適応援助者 (ジョブ ・コンダクター)養 成研修」

研修時期 定員 場  所

第 1回 平成 18年 7月 18日 ～7月 27日 (土日除く) 1 5名 大阪市此花区ほか

第 2回 平成 19年 1月 29日 ～ 2月 7日 (土日除く) 15名

※ 受 講は有料。

| ▼ヤ  http://吊珊町.wOrkWith.or.jp/index.html                                         l



参考 3

職場適応援助者 (ジョブコーチ)に よる支援について

知的障害者、精神障害者等の職場適応を容易にするため、職場にジョブコ
ーチを派遣

し、きめ細かな人的支援を行います。

地域障害者職業センターにおいてジヨブコーチを配置 して支援を実施するとともに、

就労支援ノウハウを有する社会福祉法人等や事業主が自らジヨブコ
ーチを配置 し、ジヨ

ブコーテ助成金を活用 して支援を実施 します。

◎ 支援の契機
・ 就職時 (雇用前又は雇入れと同時に支援を開始)

・ 職場環境の変化等により職場適応上の問題が生じたとき

◎ 支援内容

事  業  主

(管理監富者 ・人事担当者)

・障害特性に配慮した雇用管理に関する助言
・配置、職務内容の設定に関する助言

作業遂行力の向上支援

職場内コミュニケーション能力の向上支援

健康管理、生活リズムの構築支援

障  害  者

安定した職業生活を送るための家族

関わり万に関する助言

:1フォローアップ:…■

数週間～数ケ月に  ゴ ー

一度訪問 !/

障害者との関わリカに関する助言

指導汚法に関する助言

◎ 標準的な支援の流れ

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― … … … … … … … … ― ― ― ― … … … … … … … … ― ― ― ― >

支援期間 1～ 7ヵ 月 (標準2～ 4ヵ 月)(地 域センターの場合)

◎ ジョブヨーチ配置数 (平成18年4月現在)計726人
 〔督号旨し旨チ雪:テ子雪雪暑茎評)'!:余

◎ 支援実績 (平成17年度、地域センター)

支援対象者数 3, 050人 、職場定着率 (支援終了後6ヵ月)83.

5

不適応課題を分析し、

集中的に改善を図る

週3～ 4日 訪問

支援ノウハウの伝授やキーハ
°一ソンの育成によ

り、支援の主体を徐衆に職場に移行

週 1～ 2日 訪問



職場適応援助者 (ジョブコーチ)支 援事業の見直しについて

見直しのねらい

① 支 援ニーズの増加への対応

→ 助 成金化によリジョブコーチ数の拡充を図り、柔軟な運用を可能に

② ジ ョブコーチの裾野の拡大

→ 福 祉分野や企業における人材を、それぞれの得意分野を活かして有効活用

③ 福 祉施設の就労支援機能の強化

→ 施 設体系の見直しとあいまって、福祉施設に就労支援ノウハウを普及

ジョブコーチ支援事業

・地域障害者職業センターに配置
・職業カウンセラーの指示の下、
社会福祉法人等の協力機関と

連携し、専門的な支援を実施

地域障害者職業センターと連携
して支援を行う福祉施設に所属
職業カウンセラー、配置型ジョブ
コーチと連携して支援を実施

配置型ジョブコーチ

協力機関型ジョブコーチ

◎ 見 直しの内容

法改正前 `7ア行θ磨 つ 法改正後 `7ア 行 7θ″ リ

ジョブコーチ支援事業

ジョブコーチ

・地域障害者職業センターに配置
・職業カウンセラーの指示の下、よりきめ細かな

支援が必要な障害者 (精神障害者、発達障害

者、高次脳機能障害者等 )を中心に支援

ジョブコーチ助成金

第1暑ジョブコーチ(福祉施設型す
″
1ギ

福祉施設が行うジョブコーチ支援に助成金を

支給

障害者をよく知る身近な福祉施設の支援者

が、生活面の支援とあわせて支援を実施

第2暑ジョブコーチ (事業所型>エ
タ・r打

, f 1` 5人

鯵 た清透          r‐
■′′`、″″̀

事業主が自らジョブコーチを配置する場合に助

成金を支給

職場や業務内容を熟知し、指導経験が豊富な

企業内の人材が、支援を実施

助成金に移行

助成金を創設

(民間機関においても、ジョブコーチを養成)

*数 字は 18年 4月 現在のジョブコーチ数



職場適応援助者 (ジョブコーチ)支 援事業の実施状況

(1)障 害種類別の支援状況 (平成 17年 度)

(2)支 援終了後の職場定着状況

平成 16年 10月～17年 9月 までの支援終了者 3,106人の定着率

(支援終了後 6ヶ月経過時点での在職者の割合)
83. 6%

支援開始者数

身体障害者 305人  (10.0%)

知的障害者 2, 263人  (74.2%)

精神障害者 380人  (12.5%)

その他 102人  ( 3.3%)

計 3, 050人  (100.0%)

(3)事 業利用者 (障害者、事業主)の 声

○ ジ ョプコーテに職場環境の整備や作業マニュアルの作成等の支援を受け、作業がスム
ー

ズになった (事業主からの声)

○ 長 期間支援を受けることで少しずつ改善がみられたこと、具体的な手立てや手順がよく

考えられていること等、センターでの支援があつたからこそ社会復帰ができたと思う。(精

神障害者からの声)

○ 障 害者と社員相互のコミユニケーションがよくなった。(事業主からの声)

○ 職 場における人間関係や仕事の内容について、とても不安でしたが、ジョブヨーチが私

と職場の人たちとのコミュニケーションの間に立っていただき、とても早く職場環境に慣

れることができ、今は楽しく仕事をしています。(知的障害者からの声)

○ 問 題発生時に速やかに連絡が取れ、対応してもらえたことで職場として信頼感がもてた。

(事業主からの声)

※ 障 害者及び事業主に対するアンケー ト調査から

注)独 立行政法人高齢 ・障害者雇用支援機構が事業として実施した支援の実績である。



参考 4

関係条文

① 障害者の雇用の促進等に関する法律 (昭和 35年 法律第 123号 )(抄 )

(納付金関係業務)

第匹l十九条 厚 生労働大臣は、身体障害者又は知的障害者の雇用に伴 う経済的負担の調整並びにその雇用

の促進及び継続を図るため、次に掲げる業務 (以下 「納付金関係業務」という。)を 行う。

(第一号から第四号まで 略 )

四の二 身 体障害者又は知的障害者に対する職場適応援助者による援助であって、次のいずれかを行 う

者に対して、その要する費用に充てるための助成金を支給すること。

イ 社 会福祉法第二十二条に規定する社会福祉法人その他身体障害者又は知的障害者の雇用の促進に

係る事業を行う法人が行 う職場適応援助者による援助の事業

口 身 体障害者又は知的障害者である労働者を雇用する事業主が身体障害者又は知的障害者である労

働者の雇用に伴い必要となる援助を行 う職場適応援助者を置くこと。

(第五号以下 略 )

(第2項 略)

① 障害者の雇用の促進等に関する法律施行規則 (昭和 51年 労働省令第 38号 )(抄 )

(職場適応援助者助成金)

第二十条の二の三 職 場適応援助者助成金は、次の各号のいずれかに該当するものに対して、機構の予算

の範囲内において、支給するものとする。
一 法 第四十九条第一項第四号のニイに規定する社会福祉法 (昭和二十六年法律第四十五号)第 二十二

条に規定する社会福祉法人その他障害者の雇用の促進に係る事業を行 う法人 (次項において 「社会福

祉法人等」という。)で あって、障害者 (身体障害者、知的障害者、精神障害者、発達障害者支援法 (平

成十六年法律第百六十七号)第 二条第二項に規定する発達障害者 (次号及び第三十四条において 「発

達障害者」というc)そ の他職場適応援助者 (法第二十条第二号に規定する職場適応援助者をいう。

以下同じ。)に よる援助が特に必要であると機構が認める者であって、職場適応援助者による援助を

受けなければ、事業主による雇入れ又は雇用の継続が困難であると機構が認めるものに限る。)が 職

場に適応することを容易にするための第一号職場適応援助者による援助の事業を行うもの (当該事業

を適正に行うことができると機構が認めるものに限る。)

二 障 害者 (身体障害者、知的障害者、精神障害者及び発達障害者に限る。)で ある労働者の雇用に伴

い必要となる援助を行 う第二号職場適応援助者の配置を行 う事業主 (第二号職場適応援助者による援

助を適正に行うことができると機構が認めるものに限る。)

2 前 項第
一号の第

一号職場適応援助者とは、職場適応援助者のうち、次に掲げるいずれかの研修を修了

したものであって、社会福祉法人等が行 う職場適応援助者による援助の事業により行われる援助の実施

に関し必要な相当程度の経験及び能力を有すると機構が認めるものをいう。
一 法 第二十条第三号及び第二十二条第四号の規定に基づき法第十九条第

一項第
一号の障害者職業総合

センター (次項において 「障害者職業総合センター」という。)及 び法第十九条第
一項第二号の地域

障害者職業センター (次項において 「地域障害者職業センター」という。)が 行う第
一号職場適応援

助者の養成のための研修

二 第 一号職場適応援助者による援助の実施に関し必要な知識及び技能を習得させるためのものとして

厚生労働大臣が定める研修

3 第 一項第二号の第二号職場適応援助者とは、職場適応援助者のうち、次に掲げるいずれかの研修を修

了したものであって、事業主が行 う職場適応援助者を配置することによる援助の実施に関し必要な相当

程度の経験及び能力を有すると機構が認めるものをいう。
一 法 第二十条第二号及び第二十二条第四号の規定に基づき障害者職業総合センター及び地域障害者職

業センターが行 う第二号職場適応援助者の養成のための研修

二 第 二号職場適応援助者による援助の実施に関し必要な知識及び技能を習得させるためのものとして

厚生労働大臣が定める研修

(第4項 略)



01日 目(基礎課程) 02日 目(基礎課程)

時間 科 目 講師 時間 科 目 講師

9:30-9:45 オリエンテーション 9:00-10:30 障害特性と職業的課題① 小川浩

9:45-10:45 職業リハビリテーシヨン概論と諸制度① 小川浩 10:40-12:10 障害特性と職業的課題② 志賀利一

10:45-11:45 職業リハビリテーション概論と話制度② 小川浩

昼食休憩 昼食休憩

12:45-13:45 職場適応援助者の職務① 小川浩 13:10-14:40 障害特性と職業的課題③ 倉知延章

13:55-14:55 職場適応援助者の職務② 志賀利― 14:50‐15:50 ケースマネジメントの取り組み 倉知延章

15:05-16:05 職場適応援助者の職務③ 小川浩 16:00-17:30 家族支援と職業生活支援の実際 金子投司

16:15-17:15 職場適応援助者の職務④ 志賀利一 18:45-20:15

(講義・演習)

(自由参加科目)

障害者雇用制度の基礎

調整中

18:45-20:15 職場における雇用管理の理解 秦 政

●3日 目(実践課程) ●4日 目(実践課程)

時間 科 目 講師 時間 科 目 講師

9:00-9:30 ケース会議① グループによる検討の方法 柴田珠里 9:00-10,00

10:00-11:00

11:00-12:00

事業所での支援方法の基礎理解②

(職場のアセスメントと職務再構成)

ケーススタディー①

小松邦明

9:30-10:30

10:30-11:15

11:15-12:15

支援計画、フォローアツプ計画に関する理解

支援記録の作成①

柴田珠里

昼食休憩 昼食休憩

13:15-14:15

14:15-15:00

15:00-16i00

事業所での支援方法の基礎理解①

(企業との相談・調整)

支援記録の作成②

堀江美里 13:00-14:00

14:00-15〔00

15:00-16:00

事業所での支援方法の基礎理解③

(ナチュラルサポートの形成)

ケーススタディー②

酒井大介

16:15-17:15 職場適応援助者による援助の実際①

～事例研究～

橋本一豊 16:15-17:15 職場適応援助者による援助の実際②

～事例研究～

千田若菜

17:30-19:30 (自由参加)

会費制懇親会

18:45-20:15

(講義・演習)

(自由参加科目)

ビジネスマナーの基礎

調整中

●5日 目(実践課程) ●6日 目(現場実習)

時間 科 目 講師 時間 科 目 講師

9:00-10:00

1000-11:00

11:00-12:00

課題分析の理論と実際①

ケース会議②

千田若菜 6時 間 30分 事業所での職場適応援助者による支援の実際 各実習先

昼食休憩

13i00-14:00

14:00-15:00

15:00-16:00

課題分析の理論と実際②

ケース会議③

酒井大介

16:15-17:15 支援計画、フォローアップ計画に関する理解 西村浩二

平成 18年 度 (第1号)ジョブコーチ養成研修 プログラム

※     時 間が網掛けになっているところは、演習を表しています。網掛けでない時間は、講義です。

<講 師ロトレーナーー覧〉 小サ|1浩(大妻女子大学)、志賀利―(電機神奈川福祉センター)、秦政 (秦コンサルティングオフィス)、倉知延章(九州ル
ーテル

学院大学)、金子数司(電機神奈川福祉センター)、小松邦明(杉並区障害者雇用支援センター)、柴田珠里 (仲町台センタ
ー)、堀江美里(中野区障害者

福祉事業団)、橋本一豊(NPO法 人 WEピ S新 木場)、酒井大介 (加島友愛会)、千田若葉(ながやまメンタルクリニック)、西村浩二(広島県発達障害者支

援センター)



01日 目(基礎課程) ●2日 目(基礎課程)

時間 科 目 講師 時間 科 目 講師

9:30-9:45 オリエンテーション 9:00-10:30 障害特性と職業的課題① 小川浩

9:45-10:45 職業リハビリテーション概論と諸制度① 小川浩 10:40-12:10 障害特性と職業的課題② 志賀利一

10:45-11:45 職業リハビリテーション概論と諸制度② 小川浩

昼食休憩 昼食休憩

12:45-13:45 職場適応援助者の職務① 小川浩 13:10-14:40 障害特性と職業的課題③ 倉知延章

13:55-14:55 職場適応援助者の職務② 志賀利一 14:50-15:50 ケースマネジメントの取り組み 倉知延章

15:05-16:05 職場適応援助者の職務③ 小川浩 16:00-17:30 家族支援と職業生活支援の実際 金子投司

16:15-17:15 職場適応援助者の職務④ 志賀利一 18:45-20:15

(講義 ,演習)

(自由参加科目)

障害者雇用制度の基礎

調整中

18:45-20:15 安定した職業生活のための企業の役割 調整中

03日 目(実践課程) ●4日 目(実践課程)

時間 科 目 講師 時間 科 目 講師

9:00-9:30 ケース会議① グループによる検討の方法 柴田珠里 9:00‐10:00

10:00-11,00

11:00-12:00

事業所内調整の方法②

(職務再構成のアイデア)

支援記録の作成②

小松邦明

9:30-10:30

1 0 : 3 0 - 1 2 1 5

支援計画の作成 柴田珠里

昼食休憩 昼食休憩

13!15-14115

14:15-15:00

15:00-16:00

事業所内調整の方法①

(事業所内の調整)

支援記録の作成①

堀江美里 13:00-14:00

14:00-15:00

15:00-16:00

事業所内調整の方法③

(ナチュラルサポートの形成)

ケーススタディー①

酒井大介

16:15-17:15 雇用管理の実際と事業所内における職場適

応援助者による援助の実際 ～事例研究～

調整中 16:15-17:15 ケーススタディー② 調整中

17130-19:30 (自由参加)

会費制懇親会

18:45-20:15

(講義・演習)

(自由参加科目)

ビジネスマナーの基礎

調整中

●5日 目(実践課程) ●6日 目(現場実習)

時間 科 目 講師 時間 科 目 講師

9100-10:00

10:00-11:00

1100-1200

課題分析の理論と実際①

ケース会議②

千田若薬 6時 ‐間 30分 事業所での職場適応援助者による支援の実際 各実習先

昼食休憩

13:00-14:00

1 4 : 0 0 - 1 5 3 0 0

15:00-16:00

課題分析の理論と実際②

ケース会議③

酒井大介

16:15-17:15 地域の社会資源の活用 堀江美里

※     時 間が網掛けになっているところは、演習を表しています。網掛けでない時間は、講義です。

平成 18年度 (第2号)ジョブコーチ養成研修 プログラム

<講 師・トレーナーー覧〉小サ!1浩(大妻女子大学)、志賀利―(電機神奈川福祉センター)、倉知延章 (九州ルーテル学院大学)、金子機司(電機神奈川福

祉センター)、小松邦明(杉並区障害者雇用支援センター)、柴田珠里 (仲町台センター)、堀江美里(中野区障害者福祉事業団)、酒井大介(加島友愛会)、

千田若菜(ながやまメンタルクリニック)、西村浩二(広島県発達障害者支援センター)


